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 全２部構成で第１部「八戸の自然環境」は３

章構成で解説しています。「やませ」に代表さ

れる八戸の気候、八戸沖の海流などについて科

学的データを基に検証します。また、八戸に分

布する植物はもちろん、海と陸の動物、磯の潮

だまりに生息する生き物、八戸近海にみられる

魚類、八戸地方に生きる昆虫・は虫類・ほ乳類

など・・・・全てを網羅しました。 

 第２部「八戸の自然と人間のかかわり」は６

章構成で、過去に八戸を襲った地震や津波について、また高度成長期を

経て失われた八戸市内の緑について検証します。他に八戸地方独特の動

植物の呼ばれ方、ひやし餅、あかはたもち等の自然活用法にスポットを

あてたりと、自然災害と自然と人々の関係や、自然史研究について紹介

しています。  

 平成10年度よりスタートした市史編さん事業ですが、ついに第１
弾として八戸の自然をまとめた「自然編」が刊行されました。八戸

市史のトップバッターを飾る「自然編」は、多種多様な資料と共

に、500枚以上の写真と附録のCD-ROMには、700枚もの写真を駆
使して、八戸の自然を分かりやすく紹介しました。 
 それぞれの季節でしか見られない貴重な植物、様々な表情をもつ

動物たち、自然と人のつながりなど盛りだくさんの内容になりまし

た。まさに八戸地方における自然の集大成となっています。 

 「八戸の植生図」 
 昭和52年 (1977)当時の
植生図を１枚の地図とし

てまとめたものとして

は、最も古い地図です。 

  「八戸の段丘面区分図」 
 一目で理解しやすいよ

う、13色に色分けしまし
た。 

付図 八戸

の自然の状

況がよく分

かります！ 
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 市外の方も、 

購入可能です。 

詳しくは、 
八戸市史編纂
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 平成16年度は、「資料編１（遺跡解説編）」の執筆作業を中心に活動を行いました。執筆者会議
が開かれ、編集スケジュール、執筆分担、執筆要領について話し合い、執筆活動に専念した

１年でした。 
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 平成16年度から本田伸氏（元青森県史編纂室近世担当）が調査研究員として加わり、委員は10名
となりました。当年度より資料編第２巻「産業・経済編」の作業に取りかかり、八戸藩は藩政改革

により財政状況が好転したので、それが第２巻の主なテーマになります。章構成は、「農業」「漁

業」「山林」など９章立てで、委員は、図書館や編纂室などで所蔵している各文書を調査して、ど

の資料を解読し市史に載せるかの選択作業を続けています。市外調査では、福岡市の筑紫女学園高

等学校、鹿児島県立歴史史料センター黎明館、同県立図書館、鹿児島大学附属図書館、東京大学史

料編纂所と都立中央図書館にて調査を行いました。 
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 平成16年度は「近現代資料編１」の執筆作業を中心に活動を行いました。近現代部会の会議では主

に「近現代資料編２」の構成・内容について検討が行われ、市外調査は、平成16年9月に札幌市の北海

道開拓記念館の青山家文書調査を行い、八戸での出稼ぎ者を取りまとめた記録が多数残されているこ

とが確認され、資料の撮影を行いました。11月には、青森市で青森県史編さん室で収集した近現代資

料の閲覧調査を実施しました。 

４／１９  近・現代部会議 
４／２１  自然・民俗・文化財部会議 
４／２２  原始・古代・中世部会議  
４／２９  近世部会議  
５／１０  市史自然編 販売開始 
５／１９  編集委員会議 
６／ １  編纂委員会議 

 自然班は、「新編八戸市史 別編 自然編」の刊行に向けて、原稿の校正や掲載写真のキャプ

ション作成などの編集作業を行いました。民俗班は、南浜地区と上長地区の聞き取り調査を実施 

し、平成12年度の調査結果をまとめた根岸地区と大館地区の民俗報告書を発行しました。文化財
班は、「文化財編」の項目等について話し合いました。 

 昨年10月、12月と新潟やスマトラ沖
で地震が相次ぎ起こり、その災害の悲惨

な状況は、記憶に新しいところです。 

 市関連のホームページが約14,000pあ
りますが、タイムリーな掲載をしていた

ためでしょうか… →→→→ 

 戦時中の八戸市公

報の一部を入手！ 

配 給 制、防空 心得

etc・・戦時下の様子 
がわかります。 

 2004年12月に市史編纂室のホー
ムページ「チリ地震津波」へのアク

セスが14,000p中5722件で、月間順
位７位となりました！ 

八戸市公報  

昭和16年から昭和17年の一部 




